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明
治
37
年
（
１
９
０
４
）、
岩
浪
建

設
は
当
時
の
西
多
摩
郡
調
布
村
で
事
業

を
興
し
た
。
以
来
、
今
日
ま
で
公
共
お

よ
び
民
間
の
工
事
に
槌
音
を
響
か
せ
て

き
た
。
土
木
か
ら
建
築
ま
で
、
地
域
発

展
に
貢
献
し
た
数
多
く
の
実
績
が
〝
百

年
企
業
〟
の
誇
り
だ
。

　
「
会
長
の
岩
浪
勝
二
が
社
長
に
就
任

し
た
80
年
代
前
半
は
、
西
多
摩
も
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
た
。
都
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
方
式

が
推
奨
さ
れ
、
わ
が
社
も
受
注
高
を
伸

ば
す
と
と
も
に
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
技
術

や
福
利
厚
生
も
手
本
に
で
き
た
」

　

岩
浪
岳
史
社
長
は
、
先
代
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
こ
う
語
る
が
、
順
風
と
は
い

え
社
業
を
盛
り
上
げ
た
勝
二
氏
の
手
腕

は
見
事
。
１
９
４
４
年
生
ま
れ
。
駒
澤

大
学
を
出
て
、大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に
勤
務
。

岩
浪
建
設
入
社
後
は
営
業
を
担
当
し
、

調
布
橋
、
霞
川
調
節
池
な
ど
の
大
型
物

件
も
受
注
し
た
。

社
長
業
と
奉
仕
活
動
に
尽
力

　
「
父
の
趣
味
は
登
山
。
駒

大
の
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

部
で
鍛
え
ら
れ
、
社
会
人
に

な
っ
て
日
本
山
岳
会
の
推
薦

で
南
米
大
陸
ペ
ル
ー
、
ボ
リ

ビ
ア
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
未

踏
峰
、
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
峰
に

初
登
頂
。
遠
征
に
際
し
て
西
多
摩
建
設

業
協
会
や
青
梅
建
設
業
協
会
の
有
志
が

壮
行
会
を
し
て
く
れ
た
と
い
う
」

　

そ
ん
な
仲
間
に
恵
ま
れ
た
の
も
、
勝

二
氏
は
青
梅
市
消
防
団
で
団
長
を
委
嘱

さ
れ
る
な
ど
の
活
躍
を
し
た
か
ら
だ
ろ

う
。
岳
史
氏
が
い
ま
、
青
梅
交
通
安
全

協
会
会
長
を
務
め
て
い
る
の
も
、
父
親

の
責
任
感
に
満
ち
た
奉
仕
活
動
を
す
ぐ

そ
ば
で
見
続
け
て
き
た
か
ら

に
違
い
な
い
。

　
「
私
は
上
智
大
を
出
て
、

競
走
馬
を
生
産
す
る
社
台
グ

ル
ー
プ
に
籍
を
置
き
、
馬
主

と
も
折
衝
し
て
い
た
。
30
歳

で
家
業
に
戻
っ
た
が
、
と
き

あ
た
か
も
失
わ
れ
た
20
年
の

最
中
、
私
も
加
わ
っ
て
経
営

改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
社
長

だ
っ
た
父
は
黙
っ
て
後
ろ
盾

に
な
っ
て
く
れ
た
」

　

岳
史
氏
が
社
長
を
継
承
し
た
の
は

２
０
１
０
年
の
と
き
。
建
設
業
界
に
求

め
ら
れ
る
の
は
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
更

新
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
施

工
が
地
域
貢
献
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は

な
い
。
５
年
前
、
企
業
理
念
を
「
人
の

た
め
社
会
の
た
め
に
」と
決
め
た
の
は
、

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
精
神
に
ほ
か
な

ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■７■

岩浪建設　岩浪岳史氏

　

６
月
の
あ
き
る
野
市
議
選
は
定
数
21
に
27
人
が
立
候
補
し
た
。た
だ
、

泡
沫
が
多
く
、
実
質
は
当
落
線
上
の
４
、５
人
の
中
で
２
人
が
落
ち
る

サ
バ
イ
バ
ル
戦
だ
っ
た
。
投
票
率
は
前
回
を
２
・
２
５
ポ
イ
ン
ト
下
回

る
50
・
01
％
だ
っ
た
。　
　
　

　（
東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
岡
村
信
良
）

　

個
人
の
当
落
よ
り
注
目

に
値
し
た
の
が
２
年
前
に

誕
生
し
た
村
木
市
政
に
対

す
る
米
国
大
統
領
選
で
い

う
中
間
選
挙
と
の
位
置
づ

け
だ
。
市
長
派
が
過
半
数

を
確
保
で
き
る
か
だ
っ
た

が
、
実
際
は
戦
わ
ず
し
て

負
け
。
市
長
の
欠
員
の
埋

め
合
わ
せ
も
で
き
ず
、
過

半
数
の
候
補
を
擁
立
で
き

な
か
っ
た
。
村
木
市
政
誕

あ
き
る
野
市
議
選

市
長
選
へ
臼
井
氏
存
在
感
　
だ
が
ハ
ー
ド
ル
も

野
党  

志
清
会
が
単
独
過
半
数

生
の
立
役
者
と
な
っ
た
市

民
連
合
あ
き
る
野
関
係
者

か
ら
の
立
候
補
は
な
く
、

自
ら
は
直
接
議
会
に
か
か

わ
ら
な
い
と
い
う
弱
さ
を

露
呈
し
た
。

　

市
長
派
は
当
落
線
上
で

重
鎮
の
奥
秋
利
郎
氏
、
合

川
哲
夫
氏
、
立
憲
民
主
新

人
の
中
野
義
治
氏
が
争

い
、
奥
秋
氏
が
次
点
に
泣

き
、
合
川
氏
は
最
下
位
当

選
。
地
盤
の
な
い
中
野
氏

は
及
ば
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
市
長
に
対
抗
す

る
志
清
会
は
新
人
２
人
を

迎
え
、
11
議
席
で
単
独
過

半
数
を
得
た
。
９
月
議
会

か
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
強
い
姿
勢
で
村
木
市

政
に
対
峙
し
て
い
る
。

　

市
議
選
は
２
年
後
の
市

長
選
の
候
補
者
レ
ー
ス
の

ス
タ
ー
ト
と
も
な
っ
た
。

３
４
４
８
票
。
市
議
選
史

上
最
多
得
票
と
な
っ
た
臼

井
建
氏
（
志
清
会
）
が
存

在
感
を
示
し
た
。「
こ
れ

で
市
長
候
補
は
決
ま
り
」

と
の
声
が
周
囲
か
ら
は
挙

が
っ
て
い
る
。
臼
井
氏
も

そ
の
腹
積
も
り
だ
ろ
う
。

　

臼
井
氏
は
市
議
選
で
サ

ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
本
領
を
発

揮
し
た
が
、
そ
れ
が
足
か

せ
に
な
る
と
の
見
方
も
あ

る
。
父
親
の
孝
氏
は
秋
川

市
長
、
都
議
、
あ
き
る
野

市
長
と
お
よ
そ
36
年
間
秋

川
流
域
に
君
臨
し
て
き

た
。
西
多
摩
切
っ
て
の
大

物
政
治
家
の
１
人
だ
が
、

晩
年
の
あ
き
る
野
市
長
時

代
は
そ
の
輝
き
は
消
え
、

沈
黙
し
た
。
共
産
党
な
ど

か
ら
は
「
あ
き
る
野
市
の

厳
し
い
財
政
状
況
の
原
因

を
作
っ
た
戦
犯
」
と
批
判

2021 選挙検証　③

さ
れ
て
き
た
。

　

臼
井
氏
が
立
候
補
の
意

思
を
示
せ
ば
、
孝
氏
が
引

退
し
て
2
期
8
年
、
旧
五

日
市
町
だ
け
で
な
く
、
旧

秋
川
市
か
ら
も
「
ま
た
臼

井
か
」
の
声
は
少
な
か
ら

ず
出
る
だ
ろ
う
。

　

選
挙
後
の
新
議
会
か
ら

の
議
長
は
中
嶋
博
幸
氏

（
同
）
が
務
め
る
。
そ
の

前
は
天
野
正
昭
氏
（
同
）

だ
っ
た
。
議
長
は
慣
例
で

２
年
間
務
め
る
。
２
年
後

は
順
番
な
ら
村
野
栄
一
氏

（
同
）
だ
。

　

旧
五
日
市
町
の
あ
る
長

老
は
「
次
は
旧
五
日
市
町

か
ら
の
先
輩
に
譲
り
、
待

つ
べ
き
。
一
生
懸
命
応
援

に
回
り
、
基
盤
を
更
に
強

化
す
る
こ
と
が
得
策
。
待

て
ば
議
長
も
経
験
す
る
。

１
期
待
つ
べ
き
は
父
親
が

衆
院
選
出
馬
の
際
に
も
言

わ
れ
た
こ
と
」
と
指
摘
す

る
。

　

武
田
信
玄
の
息
女
、
松

姫
と
檜
原
村
の
関
係
に
つ

い
て
調
査
し
、
地
域
お
こ

し
活
動
を
す
る
檜
原
村
松

姫
研
究
会
が
動
画
「
新
檜

原
村
紀
行 

古
甲
州
街
道
・

浅
間
尾
根
を
馬
と
歩
く
」

を
制
作
し
、
９
月
15
日
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
し

た
。

　

古
甲
州
街
道
は
か
つ
て

江
戸
と
甲
州
を
結
ぶ
道
と

し
て
多
く
の
人
が
行
き
来

し
、
村
の
物
流
の
大
動
脈

と
な
っ
て
き
た
。
武
田
家

滅
亡
の
際
、
古
甲
州
街
道

を
通
っ
て
松
姫
が
八
王
子

に
落
ち
延
び
た
と
の
手
掛

か
り
も
あ
る
。

　

動
画
で
は
こ
う
し
た
歴

史
を
忍
ん
で
も
ら
い
、
豊

か
な
自
然
が
残
る
道
が
今

は
多
く
の
登
山
者
に
愛
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
会
員

の
森
下
晴
男
さ
ん
が
作
詞

作
曲
し
た
「
時
坂
の
夏
」

の
歌
に
乗
せ
紹
介
し
て
い

る
。

　

同
会
世
話
人
代
表
の
吉

本
昂
二
さ
ん
と
森
下
さ
ん

動
画
Ｃ
Ｄ
を
持
つ
世
話
人
代
表
の

吉
本
さ
ん
（
右
）
と
撮
影
を
担
当

し
た
森
下
さ
ん

ら
メ
ン
バ
ー
は
、
払
沢
の

滝
バ
ス
停
か
ら
数
馬
の
浅

間
登
山
口
バ
ス
停
ま
で
の

約
12
キ
ロ
を
1
日
か
け
て

歩
き
、
馬
頭
観
音
や
小
さ

な
祠
（
ほ
こ
ら
）、
眼
下

に
広
が
る
集
落
な
ど
古
甲

州
街
道
の
魅
力
を
15
分
の

動
画
に
ま
と
め
た
。
美
し

い
自
然
も
ド
ロ
ー
ン
撮
影

で
空
か
ら
追
っ
た
。

　

撮
影
・
編
集
を
担
当
し

た
森
下
さ
ん
は
「
馬
頭
観

音
が
3
つ
も
あ
っ
た
。
物

流
で
馬
が
果
た
し
た
役
割

は
大
き
く
、
昔
の
人
は
馬

を
家
族
の
よ
う
に
思
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
タ
イ
ト

ル
通
り
、
動
画
で
は
馬
が

案
内
役
を
務
め
て
い
る
」

と
話
す
。

　

同
会
は
こ
れ
ま
で
講
演

会
や
歌
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
し
、
松
姫
を
中
心
に

村
の
魅
力
を
発
信
し
て
き

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
で
人
の
集
ま

り
が
制
限
さ
れ
る
中
、
動

画
は
活
動
継
続
の
思
い
も

込
め
制
作
し
た
。

　

そ
れ
で
も
臼
井
氏
に
は

都
職
員
と
し
て
積
ん
だ
豊

富
な
行
政
経
験
が
あ
り
、

政
策
や
議
会
で
の
論
戦
で

力
の
差
を
見
せ
れ
ば
、「
ま

た
臼
井
か
」「
１
期
待
つ

べ
き
」
な
ど
の
声
は
消
え

る
だ
ろ
う
。

　

先
輩
議
長
の
天
野
氏
、

中
嶋
氏
は
旧
五
日
市
町
の

選
出
。
旧
秋
川
市
の
議
長

経
験
者
で
は
堀
江
武
史
氏

（
同
）、子
籠
敏
人
氏
（
同
）

も
い
る
。
村
木
市
長
と
対

決
す
る
の
は
誰
か
。
再
来

年
の
市
長
選
ま
で
志
清
会

の
候
補
者
選
び
が
注
目
さ

れ
る
。

檜原村、古甲州街道の動画を制作　
松姫研究会がユーチューブで公開


